
  

 

 
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎令和４年度採択事業一覧 
事業名、団体名及び補助額  事業の概要  

「うるおいあふれるほたるの里」  

～未来へつなげる持続可能な  

ふるさとづくり～活動冊子作成事業  

補助額 ９９８千円【大島地区振興協議会】  

「うるおいあふれるほたるの里」としてのこれ
までの地域づくりの活動の歩みを冊子にまとめ、
次世代につなげるとともに、多くの行事や出来事、
地域の資源・宝物などの有形・無形の魅力等を再発
見・再認識し、地域への愛着を深める。  

大島区ガイドマップ作製及び  

写真コンクール事業  

【 大島まちづくり振興会 】  
 

 

補助額 ４５０千円 

大島区のさらなる魅力を発掘し、発信するため
に大島区写真コンクールを開催する。  
また、今回と今まで開催した写真コンクールの

作品を活用し、大島区のガイドマップを作製し、ま
ちづくり振興会のホームページに掲載し、イベン
トで活用することで、大島区の魅力や観光情報等
を広く発信し、地域の活性化に寄与する。  

持続可能な活動を目的とする  

「薬師コンテンツ」創出事業  

 【 細越平生会 】  
補助額 １，５７２千円 

薬師山道の整備を継続して行いながら、前年度
に実施したコンテンツ事業に加え、新たなコンテ
ンツ事業を実施することにより、地域資源の掘り
起こしと交流人口の増加につなげる。  
また、視察研修や他団体との意見交換会を行う

ことにより会員の視野を広げ、知識の向上を図る。 

上越市指定文化財「板山不動尊」  

ＰＲ事業  

補助額 ７８６千円   【 板山町内会 】  

「板山不動尊」の誘導看板を道路沿いに設置す
るほか、アウトドアサウナイベントを開催し、「板
山不動尊」の認知度を上げることにより、交流人口
の増加につなげる。  

 
５月２６日（水）大島就業改善センターで第２回大島区地域協議会を開催しま

した。午前中に事業提案団体（４団体）による提案事業の説明や地域協議会委員

によるグループ討議と個人審査を行い、午後から全体審査を実施しました。  

 審査の結果、提案があった４件全ての事業が  

採択され、補助額は３，８０６千円になりました。  

詳細は下記の一覧のとおりです。  

なお、提案事業募集時に周知したとおり、  

追加募集は行いません。  

【提案事業】 

〇提案団体数  ４団体  〇提案件数 ４件 

〇配分額    ４，９００千円 

○補助希望額 ３，８０６千円 

   令和4年7月発行 発行：大島区地域協議会 編集：編集グループ２ 

事務局：大島区総合事務所 総務・地域振興ｸﾞﾙｰﾌﾟ TEL 025-594-3101 
第 3９号 

 

決定！ 令和４年度上越市地域活動支援事業 

 

 ▲ 提案 事業 の説 明  

 



 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地

域

協

議

会

の

審

議

概

要 

■
令
和
３
年
度 

第

11
回 

３
月

30
日
（
水
） 

 
令

和

3
年

度

の

地

域

活

動

支

援

事

業

に

つ

い

て

事

務

局

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
令
和

4
年
度
の
地
域

協

議

会

の

運

営

に

つ

い

て

協

議
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
今
冬
の
大
雪
に
お

け

る

対

応

と

被

害

状

況

や

安

塚
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
に

お

け

る

学

校

適

正

配

置

に

係

る

住

民

説

明

会

の

結

果

等

に

つ
い
て
、
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
要
援
護
世
帯

除

雪

費

助

成

制

度

や

各

総

合

事

務

所

管

内

施

設

緊

急

修

繕

等
に
つ
い
て
、
質
問
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

■
令
和
４
年
度 

第
１
回 

４
月

27
日
（
水
） 

 

令

和

4
年

度

の

大

島

区

に

お
け
る
主
な
事
業
及
び
行
事 

 

予
定
に
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
事
業

に
つ
い
て
協
議
し
、
提
案
団
体

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

審
査
の
日
程
を
決
め
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
地
域
協
議
会
会
長

と
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
丸

田
会
長
か
ら
報
告
し
、
事
務
局

か
ら
安
塚
区
、
浦
川
原
区
、
大

島
区
の
学
校
適
正
配
置
に
係
る

中
学
校
の
統
合
及
び
委
員
か
ら

質
問
が
あ
っ
た
各
総
合
事
務
所

管
内
施
設
緊
急
修
繕
等
に
つ
い

て
、
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
消
防
用
の
小

型
ポ
ン
プ
の
修
繕
や
防
火
水
槽

の
水
の
入
替
や
補
給
等
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 ■
第
２
回 

５
月

25
日
（
水
） 

 

地
域
活
動
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
提
案
団
体
か
ら
の
説
明
を

受
け
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
個

人
審
査
を
行
っ
た
後
、
全
体
審

査
を
行
い
、
４
件
の
事
業
を
採

択
し
ま
し
た
。 

              

ま
た
、
地
域
自
治
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び
令
和
４
年
度
の

地
域
協
議
会
の
取
組
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
に
「
地
域
活
性
化
の

方
向
性
」
の
作
成
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。 

 

委
員
か
ら
は
、「
非
常
に
責
任

が

重

い

仕

事

を

依

頼

さ

れ

た

。
」
、
「

様

々

な

情

報

を

集

め

て
、
情
報
を
整
理
し
、
各
種
団
体

と
意
見
交
換
等
し
な
が
ら
作
成

す
る
こ
と
は
、
本
来
の
地
域
協

議
会
の
仕
事
で
は
な
い
。
市
で 

 

地 域 協 議 会 の 動 き 

し

っ

か

り

し

た

骨

組

み

を

作

成
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」
、
「
作

成
方
法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、

再
検
討
で
き
る
よ
う
な
形
に
し

て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
段
階
を

踏
ん
で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 

■
第
３
回 

６
月

28
日
（
火
） 

 

中
山
間
地
域
農
業
の
維
持
・

振

興

に

向

け

た

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

開

催

状

況

と

今

後

の

展
開
に
つ
い
て
、
浦
川
原
区
総

合

事

務

所

の

産

業

グ

ル

ー

プ

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
視
察
研
修
に
つ
い
て

協
議
し
、
地
域
づ
く
り
の
き
っ

か

け

に

な

る

よ

う

な

取

組

を

行

っ

て

い

る

場

所

を

視

察

す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〇

地

域

協

議

会

の

資

料

や

会

議

録

に

つ

い

て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

総
合
事
務
所
で
も 

確
認
で
き
ま
す
。 

▲ 自治 推進 プロ ジェ クト の説 明  


